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彙　
　
報
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し
て
い
た
以
上
に
大
き
く
、
プ
リ
ン
ト
に
よ
る
と
基
底
の
一
辺
は
約
五
＋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
一
競
の
上
円
下
方
墳
と
い
う
こ
と
で
、
日
本
で
も
最
大
級
の
も
の
で
あ
る

　
平
成
三
年
度　
国
文
学
科
活
動
報
告
　
　
　
　
　
　
　
　
と
い
う
の
も
う
な
ず
け
ま
し
た
・
蘇
我
馬
子
の
墓
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　す
。
続
い
て
、
飛
鳥
板
蓋
宮
伝
承
地
を
見
学
し
ま
し
た
。
こ
こ
が
日
本
史

　
文
学
遺
跡
めぐ
り
ー
飛
鳥
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
な
ら
っ
た
蘇
我
入
鹿
が
殺
さ
れ
た
場
所
だ
、
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
周

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辺
があ
ま
り
に
も
の
ど
か
で
、
大
化
改
新
の
事
件
は
想
像
で
き
な
い
程
で

日
　
時
　
平
成
三
年
五
月
二
十
九
日
（
水
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
。
し
か
し
、
現
地
に
立
っ
て
み
て
、
こ
こ
に
歴
史
が
あ
る
の
だ
、
と

行　
程
　
（
長
堀
駐
車
場
）
ー
飛
鳥
資
料
館
ー
石
舞
台
古
墳
（
昼
食
）
1
　
　
　
感
じ
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
は
田
圃
道
を
歩
き
、
蘇
我
入
鹿
首
塚
と
飛
鳥
寺

　
　
　
　
飛
鳥
板
蓋
宮
伝
承
地ー
入
鹿
の
首
塚
－
飛
鳥
寺
ー
甘
橿
丘
ー
甘
　
　
　
に
行
き
ま
し
た
。
最
後
は
、
甘
橿
丘
で
す
。
登
る
途
中
に
、

　
　
　
　橿
丘
麓
広
場
ー
（
難
波
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
采
女
の
袖
吹
き
か
へ
す
明
日
香
風
都
を
遠
み
い
た
づ
ら
に
吹
く

参
加
対象
　
国
文
学
科
一
、
二
年
全
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
志
貴
皇
子
ー
（
巻
一
ー
五
一
）
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の歌
碑
が
あ
り
、
甘
橿
丘
に
ぴ
っ
た
り
だ
と
思
い
ま
し
た
。
も
っ
と
ゆ
る
　
　
　
6
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

　
平
成
三
年度
の
文
学
遺
跡
め
ぐ
り
は
、
隔
年
恒
例
の
飛
鳥
見
学
と
し
て
　
　
　
や
か
な
傾
斜
を
想
っ
て
い
た
私
は
、
頂
上
ま
で
の
山
道
で
日
ご
ろ
の
運
動
　
　
　
　
一

実施
し
た
。
幸
い
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
教
室
で
学
ぶ
萬
葉
集
ゆ
か
り
の
地
　
　
　
不
足
を
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
丘
の
上
か
ら
の
眺
め
が
素
晴
し
く
、
空
気
も

や
、
古
代
史
の
舞
台
を
訪
ね
た
学
生
た
ち
に
意
義
深
い
一
日
と
な
っ
た
。
　
　
　
お
い
し
い
良
い
所
だ
と
思
い
ま
し
た
。
少
々
疲
れ
た
け
れ
ど
も
、
ク
ラ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

み
んな
と
楽
し
く
行
動
し
、
と
て
も
良
い
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

　
　
　ー
レ
ポ
ー
ト
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
2
B
　
井
上
採
紀
子
）

　
今
回

の
文
学
遺跡
め
ぐ
り
で
、
私
は
初
め
て
飛
鳥
に
行
き
ま
し
た
。
最

初
に
訪
れ
た
の
は
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
資
料
館
で
す
。
資
料
館
　
　
　
国
文
学
科
講
演
会

前
に
大
き
な
石
像
が
あ
り
、
中
に
入
る
と
ま
た
そ
れ
と
よ
く
似
た
石
人
像

が

展
示さ
れ
て
い
ま
し
た
。
大
き
な
石
に
二
人
の
人
物
像
が
見
事
に
彫
刻
　
　
　
日
　
時
　
平
成
三
年
六
月
二
十
七
日
（
木
）
第
五
・
六
時
限

さ
れ
、
そ
の
口
か
ら
は
、
ど
の
よ
う
な
仕
掛
け
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
水
　
　
　
対
　
象
　
国
文
学
科
一
・
二
年
生
全
員

が

流
れ出
て
い
ま
し
た
。
次
に
、
石
舞
台
古
墳
を
見
学
し
ま
し
た
。
想
像
　
　
　
会
　
場
　
南
港
学
舎
講
堂

彙　
　
報
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講
　
師
　
元
羽
衣
学
園
短
期
大
学
学
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
っ
て
本
興
行
を
鑑
賞
す
る
こ
と
に
し
た
。
学
生
全
員
を
強
制
的
に
、
し

　
　
　
　吉
永
孝
雄
先
生
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
も
古
典
芸
能
の
鑑
賞
を
さ
せ
る
こ
と
に
は
、
少
な
か
ら
ず
抵
抗
が
あ
っ

演

　
題　
　
「
近
松
門
左
衛
門
の
作
品
ー
特
に
『
冥
途
の
飛
脚
』
の
演
出
に
　
　
　
た
。
同
時
に
不
安
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
四
時
間
と
い
う
長
時
間
に
も
か

　
　
　　
つ
い
て
ー
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
わ
ら
ず
、
学
生
達
は
わ
り
と
静
か
に
鑑
賞
し
て
く
れ
た
の
で
、
内
心
ほ

　秋
に
国
立
文
楽
劇
場
で
文
楽
鑑
賞
を
予
定
し
て
い
た
の
で
、
今
年
度
の
　
　
　
っ
と
し
た
と
い
う
の
が
本
音
で
あ
る
。
こ
れ
を
機
会
に
、
　
一
人
で
も
多

国
文
学
科
講
演
会
は
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
長
年
文
楽
に
つ
い
て
研
究
さ
　
　
　
く
、
文
楽
を
心
底
好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
も
の
と
念
願
し
て
い
る
。

れ
て

いる
吉
永
孝
雄
先
生
に
講
演
を
お
願
い
し
た
。
先
生
は
、
約
一
時
間

鷲
繧
籠
巖
纏
竪
鷲
嘔
叩
雛
鐸
蜷
　
倫
愛
墓
ウ
園
…

は
、
実
物
の
文
楽
人
形
を
目
の
あ
た
り
に
す
る
の
は
初
め
て
で
あ
り
、
大
　
　
　
　
　
　
　
－
大
津
皇
子
の
眠
る
二
上
山
へ
1

変
楽
し
い
講
演
会
と
な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　第
一
回
相
愛
萬
葉
ウ
ォ
ー
ク
を
次
の
よ
う
に
行
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
6
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

　
＋云能
一
鑑
轡
貝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
平
成
三
年
十
月
十
三
日
（
日
）
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
程
近
鉄
当
麻
寺
駅
ー
当
麻
寺
ー
萬
葉
歌
碑
ー
傘
堂
ー
二
上
山
頂

日
時
平
成
三
年
十
一
月
二
十
二
日
（
金
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
津
皇
子
墓
）
ー
加
守
神
社
ー
近
鉄
二
上
神
社
口
駅

　
　
　
　午
前
十
一
時
か
ら
午
後
二
時
五
十
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
　
師
　
北
谷
幸
冊

場　
所
　
国
立
文
楽
劇
場
（
大
阪
市
中
央
区
日
本
橋
一
－
十
二
ー
十
）
　
　
　
　
対
　
象
　
国
文
学
科
学
生
有
志
、
卒
業
生
、
同
窓
会
会
員
、
一
般
。

参
加
者　
一
年
生
一
九
三
名
、
二
年
生
二
一
四
名
、
教
員
七
名
、
助
手
二
　
　
　
　
相
愛
萬
葉
ウ
ォ
ー
ク
は
、
毎
年
実
施
の
予
定
。
平
成
四
年
度
は
、
十
月

　
　
　
　負計
四
＝
ハ
名
　
　
　
　
　
　
　
＋
百
（
日
）
纏
桜
井
駅
集
合
（
m
時
）
、
山
の
辺
の
道
を
歩
き
ま
す
．

演

目
文
楽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
愛
萬
葉
ウ
ォ
ー
ク
ー
ふ
た
か
み
山
へ
ー
に
参
加
し
て

　
　
　
　
「
大
経師
昔
暦
」
　
近
松
門
左
衛
門
作

　
　
　
　
景
事
「

紅
葉狩
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
回
、
相
愛
萬
葉
ウ
ォ
ー
ク
（
文
学
散
歩
の
会
）
が
、
十
月
十
三
日

　
文楽
は
、
従
来
「
文
楽
鑑
賞
教
室
」
に
行
っ
て
い
た
が
、
今
回
は
思
い
　
　
　
に
行
わ
れ
、
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
国
文
学
科
在
学
中
の
学
生
、
卒



業生
、
同
窓
会
の
方
々
を
中
心
に
当
日
小
雨
の
降
る
中
を
、
萬
葉
ウ
ォ
ー
　
　
　
　
次
回
は
、
日
本
最
古
の
道
で
あ
る
「
山
の
辺
の
道
」
へ
、
十
月
十
一
日

ク
の
好
き
な
皆
さ
ん
が
心
を
一
つ
に
集
ま
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
）
と
決
あ
計
画
を
進
め
よ
う
と
思
い
ま
す
。
次
回
を
楽
し
み
に
し
て

　
今
回は
、
悲
業
の
死
を
と
げ
た
大
津
皇
子
の
眠
る
二
上
山
に
登
る
事
に
　
　
　
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
（
国
文
学
科
　
平
成
元
年
度
卒
業
　
大
山
裕
子
）

なり
ま
し
た
。

　
　う
つ
そ
み
の
人
に
あ
る
わ
れ
や
明
日
よ
り
は

　
　
二
上
山
を
弟
世と
わ
が
見
む
　
　
　
　
　
　
　
ー
大
伯
皇
女
ー

の歌
を
ロ
ず
さ
み
な
が
ら
登
り
ま
し
た
。
普
段
の
運
動
不
足
が
た
た
り
、

呼
吸も
足
も
乱
れ
ま
し
た
。
二
上
山
を
仰
ぎ
見
つ
つ
、
心
の
中
で
大
津
皇

子
の
姉
大
伯
は
ど
ん
な
思
い
で
こ
の
山
を
見
、
歌
を
詠
ん
だ
の
か
と
考
え

る
と
胸
が
し
め
つ
け
ら
れ
る
思
い
で
し
た
。
そ
し
て
、
頂
上
に
立
つ
と
、

大
和も
河
内
も
一
望
出
来
る
は
ず
で
し
た
が
も
や
が
か
か
っ
て
何
も
見
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
も
や
が
か
か
っ
て
い
る
の
で
余
計
に
大
伯
皇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

女
の
気
持
ち
を
し
ん
み
り
と
思
い
、
頂
上
に
立
て
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

そし
て
、
雨
の
降
る
中
、
傘
を
さ
し
な
が
ら
お
弁
当
を
食
べ
、
そ
の
後

北
谷先
生
の
解
説
を
拝
聴
し
つ
つ
、
し
ば
ら
く
の
間
学
生
に
戻
っ
た
よ
う

な
気
が
し
ま
し
た
。

　下
り
は
、
土
の
ゆ
る
む
坂
道
を
ふ
も
と
の
神
社
ま
で
歩
き
ま
し
た
。

　
「あ
1
登
っ
て
良
か
っ
た
、
良
か
っ
た
。
」

と
い
う
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　
二
上山
は
我
家
か
ら
も
美
し
く
見
え
る
山
で
す
。
一
番
美
し
く
思
う
の

は
、
夕
日
の
沈
む
頃
で
あ
り
子
供
の
頃
か
ら
も
学
校
帰
り
立
ち
止
っ
て
眺

め
たも
の
で
す
。
そ
の
二
上
山
に
登
る
事
が
出
来
、
今
回
大
勢
の
皆
さ
ん

と
共
に
心
地
よ
い
疲
れ
で
お
別
れ
し
ま
し
た
。
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